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Abstract

With theintentionofdetermlnlngeffectivelythe resolutionofTV picturetubes,

the writerconducted丘rst thecomparativeresearch on severalmeasurlng methods

including microscopIC mOthod,double pulse method,Shrinking raster method and

Polka-dot rastermethod･Amongthesethelasttwohavebeenadmittedin general

to have overallmerits over theothers,hence thewriter丘nally triedelaboratecom-

Parison betweenthese two methods,Whichended to revealthefollowingfacts:

(1)No appreciable differenceis observed between the two so far as the resolu-

tionis concerned.

(2)The dot raster methodis superior to the shrinking raster method when

Viewedin terms of set adjustment.
Giving preference to the dot raster method onthisaccount,thewritermeasured

theresolution of12LP4-A at thecenter andfringe partby this method,and found

thatthereexisted such a relationbetweenNo.1grid modulation Elandthecenter

resolution nas to be expressedby V/a∝1/E3/4.The writer also measuredde8ec･

tionaldistortion and established thatthedistortioninthetubefringewaspropor-

tionateto thesquare of diverglng angle.

〔Ⅰ〕緒 自

ブラウン管の解像度の測定にほ

(1)顕 微 鏡 法(MicroscopicMethod)

(2)ダブル･パルス法(Double-pulseMethod)

(3)ラスター圧縮法

(Shrinking-raSter Method)

(4)ポルカ･ドット･ラスター法

(Polka-dot-raSter Method)

(5)その他の方法

など,種々な方法が用いられているが,その

足すべき受像管の管稽に応じ それぞれ 所

用法や測

カ所短や

る｡しかしながら,この内比薮的広く採用されているの

は(3)のラスター圧縮法(1)である｡受像管の解像度の測

定としてはこの外にモノスコ←プを用いる方 もある

が,これほ装置が相当高価であることおよび増幅器の特

日立製作所茂原工場

性など回路的にも高度な技術を必要とするので,国内で

ほ余り使用されていないようである｡一方受像管の色々

の特性を測定するた捌こは,このような高度な装置を佐

川しなくても一応測定ほできるし,かつ(3)や(4)の方

法によれば,実際をこ近い結果が得られることが期待され

る｡

一一般にラスタ←圧縮法を受像管のような電磁偏向方式

のものに使用する場合には, イルと水平用コイ

ルのインピ←ダンスが異なるため,静電偏向方式の場合

のように垂直軸と水平割とを尊に切換えるのみでラスタ

ーを90 回転する場合と違って困難さがあるため,こ

のような場合にほコイル日体を90度まわす必要がある｡

したがって,非点収差の有無や,調整の良否を検査する

ために輝点のようすやラスタ←のようすを一度で知ろう

とするにほ電磁偏向方式ではむずかしい｡これらの点を

考慮すると,(4)のポルカ･ドットラスタ←法の方がよ

いように思われる｡たゞしこの場合に,ビーム電流の測
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定が困難=となるうらみほある｡

日 立

者はこれ等の不備を補

うため,(3)および(4)の方法せ1っにおさめた装置を

試作し,受像管の特性に関して二,三の測定をする機会

を得たので,こゝに報告する｡

〔ⅠⅠ〕実験装置の概要

本実験に用いた装置は第1図に示すようなブロックダ

イヤグラムの系統によった｡ラスタ←発生装置にほ200

kc微分汲パルス発生装置を附加して,ドットパタ㌧㍉ンを

出し得るようにした｡

つぎにこれら装置の概要を

(り カウンター装置

これほ主菜ま

て/ヾよう｡

器の発振周波数に同期した200kc,5kc

0･05kc の信号パルスを得るための装置で,ほとんどが

ブロッキング発振召割こより構成されている｡

(2)ドットパルス発生装置

これはカウンタ←-No.1とNo.2の小間から2001こC

のパルスをとり出し,これをさらに増幅して微分回路に

入れて,急峻なパルスにし,陰極に与えるごとくしたも

ので,景終段出力管の出力制御および受像管のグリウド

回路の制御により,ドットパターンとラスタ←パターン

とを切換えることが出来る｡

(3)水平偏向装置

これはカウンづトー:No.3から取出した 5kc のパル

スを用いて,これに同期した銀歯状放電流を7k平偏向コ

イルに供 するもので,ほとんど普通のテレビジョン受

像機の水平偏向回路と同様である｡

第1図 受像管解像度測定装置の系統図

Fjg.1.Schematic Diagram of theResolution

Test Set for the Television Picture

Tubes

第36巻 第8号

(4)垂直偏向装置

カウンタ←No.6からのパルスを用いて,0.05kcに

同期した鋸歯状波電流を垂直偏向コイルに供給するよう

にしたもので,その振幅調整は出力管の入力信号電圧を

加減することにより0～200mmくらいまで変えること

ができる｡しかしその直線性の補正には同回路中のピ←

キング抵抗および出力管のバイアス抵抗の加減により行

われる｡

(5)電 源 回 路

受像管に供給すべき高圧電源ほ商用周波数から逓昇し

た整流回路を用いた｡こゝに注意すべきことはこの遮昇

に用いるトランスの漏洩磁界で,特に 者が用いたよう

な電源非同期のものでは,これによる防告が大きかった

ので,これらのトランス類をセットより遠ざけた｡受像

管の第2格子G2の電圧ほ陰極に対し 50～300V まで

変化し得る｡

〔1ⅠⅠ〕解像度の測定法

(り 垂直方向の解像度測定

この装置を用いて垂直方向の解像度を測定するには,

第2図(a)および(b)のごとくラスタ←あるいはドット

パタ←ンを受像面に出し,これを弟3図(a)および(ヒ)

のごとく垂直方向にパターンを圧縮してゆくとラスタ←

の各線またはドットが見分けられなくなる｡このときの

高さをゐとするとこのゐをラスターの数または垂直方向

のドットの数∽で割った値dが,ラスターの輝線幅ま

たほドットの大さを与えることになる｡

すなわちdは

d=ゐ/∽
……………………….(1)

一般にテレビジョン工学では受像管の解像度の目安と

してパターン内に含まれ得る繰数で表わしているが,こ

れの線数とdとの関係を示せば,受像面の高さⅤをdで

測ればよい｡すなちち受像管の解像度を尺で表わせば

尺=y/d

Ⅴ･∽/カ‥‥
‖(2)

となる｡

(2)水平方向の輝点幅測定

7k平方向の解像度を測定するには,偏向コイルを錮度

回転して[ⅠⅠ〕項(2)の方法により行えばよいわけであ

る｡

ドット法においては,垂直方向の長さをそのまゝにし

て,水平方向のみを圧縮すればよいわけであるが,7k平

方向の圧縮は垂直方向の圧縮と異なり,周波数が高いた

め,その直線性の保持が困難である｡したがってこれに

ついては目下検討坤であるので,今回ほその輝点をScale

を用いて測定した結果について述べよう｡
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第2図 ド ッ ト お よ び ラ ス タ ー 像 の 例

a:ド ット
パ タ ー

ン b:ラ ス タ ー パ タ ー ン

Fig.2. Example of Dad(a)and Raster(b)Patterns

(a)

第3図

Fig.3.

(b)

第2図のドットおよびラスターバク←ンを圧縮した例

Example of Shrunk Dot and Raster Pattern
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第4図12LP4-A の 外 形 図

Fig.4.Dimensjon of Hitachi12LP4-A

Picture Tube

〔ⅠⅤ]実験およびその結果

実験に用いた受像管は日立12LP4-Aで,その主要

寸法は第4図に示すごときものである｡

(り ドット法とラスター法との比較

まず始めはドット法とラスター法とで,その解像度の

値がどのように違うかを検討した｡実験条件･ま加速電圧

10kV,第2格子電圧250Vとし,第1格子のバイアス

電圧を変え,同法の解像度を測定した(解像度として輝

線幅または輝点幅をとった)｡第5図の上の曲線はラス

第5図

Fig.5.
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Comparison of Resolutions Measured

by Raster and Dot Method
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(a)

第6図 ド ット お よ び ラ ス タ･-ノ像の 例(

a: ラ ス タ ー パ タ ←

ン b:

Fig.6･ Example of Dot(a)and Raster(b)

Electr9n Gun and Focuslng Coil

タ一法に対するもので,下ほドット法に対するものであ

る｡こゝに 調電圧値の原点は,第1格子電圧を加減し

てT■度パタ←ソの消える点をとってある｡

この両者を比戟すると,グリッド変

その解像度ほほぼ同じである｡ま

電圧が同じなら

､た装置で

はドット法における平均電流毛ほラスター法の雷流左

の釣1/15である｡この 果からみると,ラスタ【法で

一度放射電流対グリッド電圧との関係を求めておけばド

ット法でも放射電流対解像度との関係を検べることが可
能である｡

つぎに電子 と葉東コイとの中心合せが悪い場合忙つ

きこの両港を比蕨すると,第る図(a)およぴ(b)のよう

にラスタ←では一 に輝線が細い場合でも,これをドッ

トにすると,非点収差がほつきり認められる｡したがつ

てラスタ←法のみでは余程拝意しないと,解像度の測定

に大きな誤を生ずる恐れがある｡

(2)垂直方向の解像度測定

こⅠⅤ〕項(1)で述べたごとくラスタ←法に比しドット

法の方が誤りが少いので,以下の実験はドット法で行わ

れた｡

垂直方向の解像度として,中央部とこれから左右それ

ぞれ100mm離れた点について測定した｡この 果を示

すと,第7図のごとくである｡この図でほ第2格子 庄

丘伊2を変えて,平均放射電流毛が→達となるように第

1格子電圧Eplを調整した場合における解像度を示すも

ので,Ep2が増すにつれ,巾央部の解像度はよくなるが,

周辺部の解像度は悪くなる｡この理由を知るため,同じ

条件において集束および偏向をやめた場合の螢光面の輝

点の大さを測定すると,帯8図に示すごとく,E伊2の増

加につれて,この輝点もまた増してくる｡このため中央

86

(b)

子銃と集束コイルとの中心合せの悪い場合)

ド ッ ト パ タ ー ン

Patternsin Case of Bad Centering
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第7図 第2格子電圧によ る輝点の変イヒ
A:中央部の 解イ象度

B:中心部より100mm はなれた周辺部

の解像度

Fig.7.Variation of Spots According to the

Value of No.2Grid Vo]tage
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Grid VoItage



受 像 管 の 解 像 度 1279

部より周辺部が急速に偏向歪により解像度が悪くなるこ

とが知られる｡

(3)水平方向の輝点幅の測定

ドットパターンとして,210InmX160mmのパタ←ン

を出し,その中央軸に滑って,7k平方向の輝点幅を測定

した結果の一例をあげると第9図のごとくである｡実験

条件は附記したごとくである｡

〔Ⅴ｣結果に対する検

つぎに〔ⅠⅤ:｣で測定Lた結果について,二,三の検討

を行ってみよう｡

(り 第1格子変調電圧と解像度

この関係は第5図に示したごとくであって,このよう

にドット法では中央部の輝点幅dと変調電圧Edとの関

係を求めると,第川園のごとく,

d∝£｡叩
,(3)

となる｡近似的にはdほEdに比例すると考えても大過

い｡なしたがって,本数で表わした受像管の解像度ほ第

1格子の変調電圧にほぼ逆比例して悪くなる｡

(2)同一箪光面輝度とLた場合の

第2格子電圧の影響

螢光面の輝度は陽椒電流の小なる17jJははぼこれに比例

するから,陽極電流が しければ壁光面輝度もまた

いと考えてよい｡陽極電流を→定として,第2格子電圧

丘｡2を変えると,第8図に示したごとく集束レンズに入

る電子ビームの径はこれに伴って増減する｡Lたがって

このど←ムを偏向すれば,偏向 のたり像周辺の解像度

はど←ムの径に応じて変化するから,第2格子電圧且p2

により周辺の解像度に影響があることが知られる｡･今,

垂直方向の偏向歪∂Ⅴを

巨･∴･∴
り

‥‥‥‥‥.‥‥‥‥‥.ト

(･'‥､･､･
′･

ら勘な るか 点の大きさ

､のときを:示す｡

で表わすと,筆者の実験では,βyと集掃および偏向を

行わない場合の賛 面の輝円βとの間にほ

βy≒々β2‥‥‥…‥‥‥‥‥‥‥.‥‥(5)

係が成立つ(第11図参照)｡このβと 東レンズへの

ビームの入射角∝との聞にく･ま比例関係があるから,

βy≒ゐ/よ2‥.‥‥..

の関係が得られる｡

偏向盃を考慮すると,第2格子電圧を余り大きくしな

い方がよいが,LかL余り第2格子電圧を下げると,小

央部の解像度が忠くなるほか,第1格子のカッ1､オフ電

圧も小さくなって,コントラストを下げる結果になるの

で,注意を要する｡
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第9図 水平軸方向 の輝点の大 さ

第2格子確汗亡=250V

Fig.9.Variation of Spot Along the

HorizontalAxis
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Fig.11.

第/格子変調電圧亡♂ル)

第1格子変調電圧と輝点の関係

Relation of No.1Grid Modu】ation

to Spot Size
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輝円の太さβ(〃)

輝円と垂直方向の偏向歪との関係

Relation ofNo FocuslngSpot to

VerticalDeflectinalDistortion
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(3)水平方向の偏向歪について

水平方向の輝点幅を測定した結果は第9図のごとく偏

向盃があるが,今この偏向歪βんを

βね=∂～-∂～=0 ‥‥

..(7)

(㍑恕㍑光績漕盗法きの大きさ)
で表わすと,筆者の実験では

β九=以1･8≒肌2･

となる(第12図参照)｡

‥(8)

一般に受像管では偏向コイルによる偏向歪のため,周

辺の解像度は垂直およぴ7K平方向ともに外周にゆくにし

たがって低下する｡したがって,理想的な受像管でほ,

クロスオ←ノミーが小さくその上,集束レシズへの入射角

が小さいことが望まい､｡このような理由から最近は第

2格子と加速電極との聞にさらに第3格子に挿入Lた受

像管も出現しているようである｡

〔ⅤⅠ〕結 言

ラスターおよびドット法を用いて受像管の解像度に関

して測定したが,両者ともほぼ同じような測定精度であ

った｡しかしそのほかの点ではドット法の方がすぐれて

いる｡ドット法を用いて12LP4-Aの解像度に影響す

べき要素を2,3測定したが,特に周辺の解像度に大き

な影響をおよぼすものとして偏向コイルによる偏向歪が

ある｡

本研究ほ筆者が日立製作所中央研究所において,只野

博士御指導の下に行ったもので,只野博士および同研究
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Fig.12.
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